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・  

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
も
加

速
化
し
て
い
ま
す
。
秋
田
県
の
総
人
口

は
約
88
万
５
千
人（
※
１
）と
な
り
、
高

齢
化
率
は
39.

７ 

％
（
※
２
）と
な
り
ま

し
た
。

・ 

核
家
族
化
が
一
層
進
み
、
単
身
世
帯
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
秋
田
県
の
全
世
帯

数
に
占
め
る
単
身
高
齢
者
世
帯
は
21
％

に
な
り（
※
２
）、孤
独
・
孤
立
、認
知
症
、

権
利
擁
護
等
へ
の
対
応
が
課
題
で
す
。

・ 

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
多

く
の
産
業
が
人
材
不
足
に
直
面
す
る

中
、
介
護
・
保
育
・
障
害
分
野
な
ど
の

福
祉
人
材
の
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い

ま
す
。

・ 

高
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
等
が
図
ら

れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
国
際
情
勢
の

変
化
を
反
映
し
た
物
価
高
騰
な
ど
に
よ

り
、
日
常
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
が
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

・ 

生
活
課
題
の
複
雑
化
に
伴
い
、福
祉
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
が
進
む
と
と
も
に
、
社
会

構
造
の
変
化
に
伴
い
生
活
困
窮
に
つ
な

が
る
要
因
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

・ 

地
震
や
大
雨
な
ど
自
然
災
害
が
頻
発
・

激
甚
化
し
て
お
り
、
生
活
弱
者
へ
の
災

害
時
の
支
援
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

・ 

訪
問
介
護
を
中
心
と
し
た
介
護
事
業
の

休
廃
止
が
急
増
し
、
地
域
で
生
活
し
続

け
る
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
基
盤
が

揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

※
１ 

令
和
７
年
４
月
１
日
現
在

　

※
２ 

令
和
６
年
７
月
現
在

≪
活
動
方
針
１
≫

　

地
域
の
誰
も
が
と
も
に
支
え
あ
う「
地

域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
、
地
域
課

題
解
決
の
た
め
の
支
え
あ
い
の
仕
組
み
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
や
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会
福
祉
法
人

を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
主
体
と
の
連

携
・
協
働
を
強
化
し
な
が
ら
、
福
祉
教
育

の
充
実
や
公
益
活
動
の
推
進
を
図
り
、
地

域
に
お
け
る
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充

し
ま
す
。

≪
活
動
方
針
２
≫

　

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
の
形

成
に
向
け
、
地
域
の
福
祉
基
盤
の
強
化
を

図
る
た
め
、
権
利
擁
護
体
制
の
整
備
や
生

活
困
窮
者
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向

け
た
適
正
な
評
価
と
情
報
公
表
を
進
め
ま

す
。

≪
活
動
方
針
３
≫

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
高
齢
者

の
活
躍
の
場
づ
く
り
や
社
会
参
加
を
進
め

な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
生
き
が
い
・
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

に
お
け
る
災
害
福
祉
支
援
体
制
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

≪
活
動
方
針
４
≫

　

介
護
・
保
育
・
障
害
分
野
な
ど
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
確
保
・
養
成
・
定
着

に
向
け
た
取
組
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
担
い
手
や
地

域
を
支
え
る
実
践
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
多
様
な
福
祉
人
材
の
養
成
を
支
援
し
ま

す
。

　

第
６
期
秋
田
県
地
域
福
祉
活
動
計
画
に

定
め
る
基
本
方
針
に
沿
っ
た
、
具
体
的
な

取
組
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　令
和
７
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

　
第
６
期
秋
田
県
地
域
福
祉
活
動
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
人
と
の
つ
な
が
り
で
安
心

を
感
じ
る
地
域
共
生
と
福
祉
の
輪
」
の
実
現
に
向
け
、
基
本
と
な
る
活
動
方
針
に

沿
っ
て
本
会
の
役
割
・
使
命
の
発
揮
に
努
め
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

情
勢
概
観

情
勢
概
観

基
本
と
な
る
活
動
方
針

基
本
と
な
る
活
動
方
針
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令和７年度事業計画－重点事項と具体的な取組－

基本方針１ 地域共生のための体制づくり

１　権利擁護体制の整備推進
　 　市町村における権利擁護支援の体制整備を総合的に支援する「成年後見制度利用促進事業」に取

り組むほか、権利擁護センターの設置や法人後見実施に向けた取組を推進するモデル事業を実施
します。
２　生活困窮者支援の体制強化
　 　多様なニーズに対応した生活福祉資金事業の運用と相談支援の充実を図るほか、借受人等の生

活再建へ向けたフォローアップ支援のため、生活支援体制の強化を図ります。
３　地域生活課題に対する調査研究・提言機能の強化（拡充）
　 　多様な地域生活課題や社会福祉法人等の運営上の課題の解決に向け、地域福祉推進委員会にお

ける関係機関や団体との連携・協働によるネットワークを強化し、積極的に提言活動や要望、協
議を行います。
４　重層的支援体制構築に向けた市町村への支援（新規）
　 　「重層的支援体制整備事業」の更なる取組促進に向け、研修会を行うとともに、市町村ごとに行

う研修会の企画提案へのアドバイスを行うなどのフォローアップを通して、体制整備の後方支援
を行います。

基本方針2

基本方針3

住民参加による地域づくり

福祉サービスの基盤づくり

１　福祉教育の推進
　 　「福祉教育」の推進とネットワークづくりに向け、地域における「福祉教育」のあり方について検

討を行うほか、中高校生の地域振興や地域貢献活動等の支援を目的に、活動費用の助成を行います。
２　子どもの居場所づくりへの支援
　 　子どもの居場所づくりに取り組む団体等の連携を強化するとともに、新たに支援を行おうとす

る団体等へ情報提供や助言を行うなどの活動を通して、子ども支援の輪が県内全域に広がるよう
取組を進めます。
３　フレイル予防に向けた普及啓発
　 　認知症に関する啓発セミナーを開催するほか、高齢者の社会参加を促進し、認知症や介護予防

に効果が期待できるとされるeスポーツの普及に取り組みます。
４　災害福祉支援機能の構築　（新規）
　 　近年多発する自然災害に平時からの準備体制の整備を図るとともに、災害発生時に福祉分野の

ニーズに即応できる体制、災害福祉支援機能の構築を図ります。

１　福祉人材のマッチングの促進
　 　福祉従事者の安定的確保を図るため、福祉人材キャリア支援専門員を中心に、継続的できめ細

かな求人開拓、福祉の仕事への新規就労を希望する求職者の開拓に重点的に取り組みます。
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基本方針4 組織・経営基盤の強化

２　福祉人材の確保・定着支援対策の強化
　 　介護の仕事に興味を持つ方等を対象に「介護の入門セミナー」を開催し、多様な人材の参入を促

進するほか、新規就労希望者のハートフル雇用や施設職員の腰痛予防対策等を通して職場定着を
支援します。
３　福祉保健従事者研修の充実
　 　福祉保健研修の充実を図るほか、研修ニーズに対応した自主企画研修を実施し、社会福祉事業

従事者の専門性の向上と質の高い福祉サービスを提供する人材育成に努めます。
４　福祉の仕事への理解促進
　 　福祉の仕事の魅力を伝える「中学生の福祉の仕事セミナー」を開催するとともに、高校生を対象

に障害福祉施設等で職場体験を実施するほか、「介護の職場体験事業」を実施し、若年層の理解促進
に努めます。

１　ガバナンスの強化と自主財源の充実
　 　組織・財政基盤の確立を図るため、会の円滑な運営と組織の強化に取り組むとともに財源の確

保と経費の削減に努めるほか、多様な自主財源の確保に努め、積極的に会員拡大を図ります。
２　秋田県社会福祉会館の適正な運営管理
　 　会館利用の拡大と県民が安全に安心して利用できる環境整備に努めます。原油価格高騰等によ

る電気代や燃料費の上昇への対応と建物の経年劣化に対応するため、県と協議し修繕を計画的に
実施します。
３　職員の資質向上
　 　業務目標評価や能力評価を実施するとともに、各種研修への参加や資格取得への支援を通じ職

員の資質向上を図るほか、職員の心身両面の健康維持を図るため健康経営を推進します。

令和７年度一般会計・生活福祉資金会計予算額
【一般会計】 （単位：千円）

事業・拠点区分名 予算額※ 事業・拠点区分名 予算額※
社会福祉事業 534,940 9 寄附・募金活動事業 7,965

1 法人運営事業 126,582 10 運営適正化委員会事業 10,011
2 地域福祉活動推進事業 29,775 公益事業 315,470
3 権利擁護支援事業 99,548 1 福祉保健研修事業 26,781
4 生きがい地域づくり事業 90,390 2 修学資金等貸付事業 288,689
5 災害福祉支援事業 13,642 収益事業 114,198
6 介護職員等資質向上事業 56,966 1 秋田県社会福祉会館管理運営事業 89,231
7 福祉人材確保養成事業 66,942 2 厚生事業 24,967
8 福祉施設経営推進事業 33,119 合　計 964,608
【生活福祉資金会計】 （単位：千円）

会計区分名 予算額※ 会計区分名 予算額※
1 生活福祉資金会計 155,994 4 臨時特例つなぎ資金会計 677
2 生活福祉資金貸付事務費会計 87,582 5 生活福祉資金会計（コロナ特例） 11
3 要保護世帯向け不動産担保型生活資金会計 3,002 6 生活福祉資金貸付事務費会計（コロナ特例） 140,734
※�予算額は、資金収支予算書における事業活動・施設整備等・その他の活動による各支出の合計額に予備費を合算した金額を表示しています。
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地
域
福
祉
・
生
き
が
い
振
興
部

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ （
０
１
８
）８
２
４-

２
８
８
８

お
問
い
合
わ
せ
先

　

本
会
で
は
、
地
域
で
活
躍
す
る
高
齢
者

を
増
や
し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活

性
化
等
に
向
け
て
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

場
を
創
出
・
拡
大
す
る
た
め
、
地
域
活
動

に
取
り
組
む
人
材
の
養
成
や
活
躍
の
場
づ

く
り
に
資
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
団

体
に
対
し
て
活
動
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
主
体
又
は
高
齢
者
を
対
象
と

し
て
実
施
す
る
活
動
で
、
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
団
体

　

ア 　

活
動
目
的
を
定
め
た
規
約
又
は
会

則
を
有
し
、
事
業
計
画
や
会
計
収
支

が
明
確
で
あ
る
こ
と（
法
人
格
の
有

無
は
問
わ
な
い
）。

　

イ 　

県
内
に
活
動
基
盤
を
有
す
る
こ

と
。

　

ウ 　

継
続
的
な
活
動
が
行
わ
れ
る
見
込

み
が
あ
る
こ
と
。

　

令
和
７
年
７
月
１
日（
火
）か
ら

　

７
月
18
日（
金
）ま
で

高
齢
者
が
活
躍
す
る
場
づ
く
り

高
齢
者
が
活
躍
す
る
場
づ
く
り

助
成
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

助
成
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

１　
助
成
対
象
団
体

２　
募
集
期
間

助成対象事業（区分） 助成限度額 助成対象例

① 人材発掘・養成に係る活動 10万円／年 〇�地域活動のリーダーを養成
するためのセミナー開催

②

地域の課題解決や地域の活性
化に資する活動

20万円／年
(３年総額50万円) 〇サロン事業

地域の課題解決や地域の活性
化に資する活動
（他分野協働枠）

30万円／年
※�立ち上げ経費として、初年
度に限り20万円まで加算
あり（３年総額100万円）

〇�市町村社会福祉協議会や、
地域包括支援センターと協
働で進める②の助成対象

③

フレイル予防のための活動 30万円／年 〇�スポーツ習慣づくりによる健
康寿命延伸につながる事業

フレイル予防のための活動
（他分野協働枠） 50万円／年

〇�市町村社会福祉協議会や、
地域包括支援センターと協
働で進める③の助成対象
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重
点
②
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
た
人
々

を
支
え
る

重
点
③
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
を

守
り
発
展
さ
せ
る

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下「
委
員
」）

は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
の「
見
守
り
役
」

「
身
近
な
相
談
相
手
」「
専
門
機
関
へ
の
つ

な
ぎ
役
」と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
「
民
生
委
員
」は「
児
童
委
員
」を
兼
ね
、

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
担
当
区
域
の
高

齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
等
と
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
適
切
な
機
関
に

つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す（
秋
田
県

内
約
３
１
０
０
名
）。
ま
た
、
児
童
委
員

の
中
で
も
、
主
に
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

に
関
す
る
こ
と
を
担
当
す
る「
主
任
児
童

委
員
」は
、
学
校
等
と
連
携
し
な
が
ら
子

育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す（
秋
田
県
内

約
３
２
０
名
）。
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
活
動
費
支
給
）で
活
動
し
て
お
り
、
安
心

し
て
相
談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
法
に
よ

る
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
担
当
委
員
に
関
し
て
は
、
お
住

い
の
市
役
所
又
は
町
村
役
場
の
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
12
月
に
３
年
に
１
度
の
一
斉
改
選

を
迎
え
ま
す
。
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え

る
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

委
員
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
！

　

委
員
活
動
を
継
続
・
充
実
さ
せ
る
た
め

に
は
、
ご
家
族
を
は
じ
め
、
自
治
会
・
町

内
会
等
の
地
域
活
動
団
体
、
職
場
の
理
解

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
行
政
や
社

会
福
祉
協
議
会（
以
下「
社
協
」）等
の
専
門

機
関
と
の
協
力
体
制
が
重
要
で
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
内
容

　

能
代
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
実
効
性
の
あ

る
活
動
を
実
現
す
る
た
め
に『
活
動
強
化

方
策
』を
策
定
し
、
そ
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
『
能
代
市
地
域
福
祉
計
画
・
活
動
計
画
』

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
地
域
福
祉
の

推
進
を
図
る
／
地
域
住
民
・
地
域
団
体
の

主
催
す
る
行
事
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
連

携
を
深
め
る
／
子
供
た
ち
の「
身
近
な
大

人
」と
な
り
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
応

援
す
る
。

　

 

　

地
域
住
民
へ
の
積
極
的
な
訪
問
活
動
を

通
じ
て
、
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
／
課
題

を
抱
え
た
地
域
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
行

政
等
へ
の
意
見
具
申
、
提
言
活
動
を
強
化

す
る
／
社
協
と
連
携
・
協
働
し
、
社
会
福

祉
事
業
者
と
の
連
携
を
促
進
す
る
。

　

 

　

地
域
住
民
へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

展
開
し
、
地
域
に
お
け
る
認
知
度
を
高
め

る
／
地
区
定
例
会
を
充
実
さ
せ
、
研
修
会

等
へ
の
積
極
的
な
参
加
に
努
め
る
／
法
に

基
づ
く
守
秘
義
務
を
自
覚
し
、
遵
守
に
努

め
る
。

　

こ
の『
強
化
方
策
』を
指
針
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
共
通

認
識
し
、
個
々
の
力
を
結
集
さ
せ
て
、「
支

え
合
い
・
助
け
合
い
の
地
域
福
祉
の
推
進
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携

　

能
代
市
で
は
、
能
代
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
事
務
局
を
能
代
市
社
協
が

担
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
開
催
さ
れ
る
会
長

会
で
は
各
地
区
会
長
、
行
政
、
事
務
局
に

よ
り
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

同
様
に
、
市
内
十
地
区
の
定
例
会
に
は
地

区
担
当
の
丸
ご
と
相
談
員
が
出
席
し
、
社

協
の
取
組
や
各
種
課
題
等
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
、
情
報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、
内

容
に
よ
っ
て
は
、
個
々
に
状
況
の
確
認
作

業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
住
民
や
家
族
が
抱
え
る
生

き
づ
ら
さ
や
困
難
さ
が
複
雑
化
・
多
様
化

し
て
い
る
中
で
、
住
民
に
最
も
身
近
な
存

在
で
あ
る
委
員
と
一
緒
に
な
っ
て
状
況
を

把
握
し
、
関
係
機
関
に
つ
な
い
で
い
く
こ

と
が
重
要
と
の
認
識
に
基
づ
い
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
取
組
に
よ
り
、
地
区
の
委
員
と
社

協
職
員
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
性
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
上
で
、
連
携
・
協
働
の
構
築
の
第

一
歩
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

事
業
と
し
て
特
徴
的
な
も
の
で
は
、
在

宅
高
齢
者
調
査
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
能
代
市
か
ら
の
受
託
事
業
で
す

が
、
対
象
と
な
る
住
民
の
デ
ー
タ
は
約

８
千
７
百
件
に
も
及
び
、
緊
急
時
に
お
け

る
安
否
確
認
や
家
族
へ
の
連
絡
等
に
活
用

し
迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
る
な
ど
、
非
常

に
有
効
な
情
報
と
し
て
管
理
・
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

委
員
が
不
在
の
地
区
も
増
え
て
い
ま
す

が
、
そ
の
対
応
と
し
て
社
協
の
巡
回
相
談

員
が
補
完
す
る
な
ど
、
相
互
の
連
携
の
も

と
で
円
滑
に
調
査
事
業
は
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

委
員
と
社
協
が
と
も
に
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
や
交
流
を
図
り
、
地
域
住
民

と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
積
極
的
な

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
支
え
合
い
・
助
け

合
い
の
地
域
福
祉
の
推
進
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

支えあう
住みよい社会
地域から

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

秋
田
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会

（
事
務
局
：
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
８
）８
６
４
ー
２
７
１
４

お
問
い
合
わ
せ
先

重
点
①
地
域
の
つ
な
が
り
、
地
域
力
を

高
め
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
協
働

（
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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◆
横
手
市
社
協
の
取
組
◆

　

横
手
市
社
協
は
、
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業（
以
下「
日
自
」と
い
う
。）や
成
年
後

見
制
度
に
関
す
る
相
談
支
援
等
を
行
う
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
、
組
織
内
の

法
人
後
見
の
受
任
体
制
の
整
備
を
目
指

し
、
令
和
５
年
度
か
ら
モ
デ
ル
指
定
を
受

け
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
市
か
ら
成
年
後
見
推
進

事
業
を
受
託
し
、
中
核
機
関
で
あ
る
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
及
び
市
民
後

見
人
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
行
う
な

ど
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
努
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備

委
員
会
や
法
人
後
見
事
業
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
支
援
体
制
の
整
備
や
意
思
決

定
支
援
の
考
え
方
等
を
理
解
す
る
た
め
の

研
修
の
実
施
、
先
進
地（
湯
沢
市
・
仙
北
市

社
協
）の
視
察
、
成
年
後
見
制
度
の
普
及
・

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
関
係

者
及
び
住
民
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
は
市
の
依
頼
で
市
役

所
内
に
福
祉
の
総
合
相
談
・
支
援
窓
口
を

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
に「
横

手
市
社
協
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」を

置
き
、
日
自
及
び
法
人
後
見
事
業
を
一
体

的
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
大
仙
市
社
協
の
取
組
◆

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
連
携
推
進
モ
デ

ル
事
業
」は
、
市
町
村
社
協
が
実
施
し
て

い
る
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動（
以
下

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」と
い
う
。）の
充

実
・
強
化
を
目
指
し
、
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
で
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
多
様
な
既
存
の
見
守
り
活
動
等
と
の

効
果
的
な
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

　

大
仙
市
社
協
で
は
、ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
、

結
い
っ
こ
サ
ー
ビ
ス
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

日
自
、
法
人
後
見
事
業
の
利
用
者
及
び
気

に
な
る
世
帯
の
ケ
ー
ス
記
録
等
が
そ
れ
ぞ

れ
に
記
録
・
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

相
談
支
援
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
令
和
５
年
度
か
ら
相
談
支
援
記

録
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
に
記
録

し
て
紙
ベ
ー
ス
で
個
別
フ
ァ
イ
ル
化
し
て

い
ま
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
管
理
す
る
こ
と

で
、
い
つ
、
誰
と
、
何
を
し
た
か
一
目
で

わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
突
然
の
相
談
に
対

し
て
も
過
去
の
支
援
記
録
を
確
認
し
な
が

ら
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
民
生
児
童
委
員
等
関
係
者
と

の
円
滑
な
情
報
共
有
な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
の
充
実
・
強
化
に
向
け
て
、
シ
ス

テ
ム
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
な
が
ら
、
よ
り

効
果
的
な
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

権利擁護支援研修会の様子（横手市）

システム勉強会の様子（大仙市）

トータルケアNEWSトータルケアNEWS NO.75

Community Welfare Total Care Promotion Project

～　各市町村社会福祉協議会による地域福祉実践やコミュニティソーシャルワーク実践を紹介　～

　今号では、令和５・６年度の２年にわたり「権利擁護支援の体制構築モデル事業」を実施した横手
市と、「ネットワーク活動連携推進モデル事業」を実施した大仙市の各社会福祉協議会（以下「社協」
という。）の取組の概要を紹介します。

■
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の

　
　
　
　
　
充
実
・
強
化
に
向
け
て
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児童養護施設

母子生活支援施設

児童発達支援センター

母子生活支援施設

母子生活支援施設

陽清学園（北秋田市）

秋田聖徳会若草ハイム（秋田市）

秋田県立医療療育センタ－（秋田市）

横手市サンハイム（横手市）

ハニ－ハイムかづの（鹿角市）

受審 4回目

受審 4回目

受審 3回目

受審 4回目

受審 2回目

評価の高い点　
○ 　養育・支援の質の向上に向けた取組について、自己

評価を毎年実施し、評価結果を分析した結果やそれに
もとづく課題を明確にして業務改善につなげている。

改善が求められる点　
○ 　ス－パ－ビジョン及び感染症の予防や健康管理等医

療に関する研修について、更なる職員の専門性や施設
の組織力向上に取り組むべく、研修計画に盛り込むな
ど、定期的な学習の機会を設け実施すること
が期待される。

評価の高い点　
○ 　自立支援計画の策定については、「自立支援計画策

定マニュアル」にアセスメントの手法が確立されてお
り、母親と子どもが提出する「わたしのプラン」によっ
てアセスメントができるようになっている。

改善が求められる点　
○ 　単年度の計画は、重点目標に対しての実施方法と年

間行事・研修計画等からなっているが、中・長期計画
を踏まえたうえで、数値目標や具体的な成果等の実施
状況の評価が行える単年度計画の策定を期待
したい。

評価の高い点　
○ 　児童発達支援ガイドラインをはじめとした国の動向の把握及び活用に努めている。また、ポ—テ－ジ教育プロ

グラムを活用した個別活動と集団活動を組み合わせた支援を通して、利用者、保護者と職員間での共通理解を図
るなど、職員全員が協力し支援を実践している。

改善が求められる点　
○ 　各種マニュアルを整備しているが現状に応じた対応を定期的に見直しすることが望ましい。また、国の「児童

発達支援ガイドライン」に基づき支援を行っている部分について、今後は業務に添った独自のマニュアルを整備
し職員の共通認識のもと支援につなげることを期待したい。

評価の高い点　
○ 　法人の「求める人物像」や人材育成体系をもとに、

職員一人ひとりが設定した目標について、進捗状況を
把握し、施設長との面談で達成の確認を行うなど、職
員の質の向上に向けた取組が適切に行われている。

改善が求められる点　
○ 　苦情解決の仕組みについては、支援の質の向上に向

けて、苦情対応を事業としてとらえ、マニュアルに従
い事業報告書でも公表するなど、公表の方法
改善に期待したい。

評価の高い点　
○ 　基本方針に「地域共動」を掲げ、自治会に加入し地

域の活動に積極的に参加している。施設の図書館や中
庭を開放し人とのつながりを大切にすることを心掛け
実践している。

改善が求められる点　
○ 　自立支援計画については、アセスメント手順や様式

等を記載し、課題やストレングスにも注目した「自立
支援計画作成マニュアル」を策定し、更なる
支援の充実を図ることが望まれる。

　

社
会
福
祉
事
業
の
経
営
者
に
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
者
の
立
場
に

立
っ
た
良
質
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
自
己
評
価
を

行
う
等
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
客

観
的
な
立
場
か
ら
評
価
す
る
「
福
祉

サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
機
関
」
と
し
て
、

施
設
・
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
図
る
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
に
取
り
組
ん
だ
施
設
・
事
業
所

に
つ
い
て
、
結
果
の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。
結
果
の
全
文
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御

覧
く
だ
さ
い
。

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

福
祉
サ—

ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
８
）８
６
４-

２
７
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
１
８
）８
６
４-

２
８
７
７

■�

令
和
７
年
度
分
の
受
審
申
込
は
締
め
切
り
ま
し
た
が
、

　

受
審
の
御
相
談
等
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

受
審
施
設
の
紹
介

受
審
施
設
の
紹
介

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

　
令
和
６
年
度

　
令
和
６
年
度
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【
令
和
７
年
２
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
30
日
ま
で
】

◎
ご
寄
附
◎
　

　

●
匿
名　

様	
１
５
、
０
０
０
円

　

●
株
式
会
社
男
鹿
水
族
館　

様　
	

９
２
、
９
７
４
円

　

●
匿
名　

様	

２
０
０
、
０
０
０
円

　

●
松
岡　

龍
也　

様

	

１
０
、
０
０
０
円

　

●
匿
名　

様

　
　
《
指
定
寄
附
金　

３
０
、
０
０
０
円
》

　
　

➡	

あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
登
録
団
体
３
か
所
へ

◎
物
品
預
託
◎

　

●	

株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
ア
シ
ス
タ
ン
ス

秋
田
セ
ン
タ
ー　

様　

　
　
《
自
走
式
車
椅
子
１
台
》

　
　

➡
県
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
１
か
所
へ

皆

様

の

善

意

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　

●	

中
通
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
、
０
０
０
円

　

●
由
利
本
荘
市
西
部
地
区
民
生

　
　

児
童
委
員
協
議
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
、
０
０
０
円

　

●	

公
益
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会

秋
田
県
本
部
青
年
部
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
、
０
０
０
円

　

●		

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム　

２
８
５
、
９
４
０
円

　

◦		

Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
社
会
貢
献
推
進
会
議　

様

　

◦		

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
東
北

　
　

秋
田
支
店　

様

　

◦		
株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
エ
ム
イ
ー

　
　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
統
括
本
部

　
　

秋
田
エ
リ
ア
統
括
部　

様

　

◦	

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス

　
　

営
業
推
進
部　

サ
ー
ビ
ス
支
援
部
門

　
　

秋
田
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ　

様

　

◦	

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
南
関
東

ビ
ジ
ネ
ス
デ
リ
バ
リ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
部　

東
北
エ
リ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　
営
業
支
援
・
Ｓ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ（
秋
田
）　

様

　

●	

秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
、
１
０
０
円

総
務
企
画
部　

総
務
・
企
画
情
報
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
８
）８
６
４-

２
７
１
２

寄
附
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

（公社）全日本不動産協会秋田県本部青年部会　様

NTT東日本マッチングギフトプログラム　様
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

❶ 職員の労災上乗せ補償　
使用者賠償責任補償

❷ 役員・職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ24-11108より抜粋）

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

令和７年度

株式会社 桜 竹
〒０１１－０９３６ 秋田市将軍野南４－１－１２
ＴＥＬ：０１８－８４６－４８８８  ＦＡＸ：０１８－８４７－１６６７

 桜 竹 検 索

慶事・仏事・中元歳暮等贈答品の販売
敬老記念品・記念楯・秋田特産品・民芸品など取扱中

https://www.ouchiku.com

　

当
事
業
所
は
平
成
20（
２
０
０
８
）年

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。「
よ
り
あ
い
た
っ

こ
森
ガ
ー
デ
ン
」と
い
う
名
前
の
由
来

は
、
私
が
テ
レ
ビ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
時
代

に
取
材
し
た
福
岡
市
の「
宅
老
所
よ
り
あ

い
」の
実
践
か
ら
で
し
た
。
普
通
の
民
家

を
使
っ
て
、「
通
い
」で
ご
利
用
者
と
な
じ

み
の
関
係
が
つ
く
ら
れ
、
な
じ
ん
だ
場

所
で
泊
ま
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
し
た
。

比
内
町
に
も「
宅
老
所
よ
り
あ
い
」と
同

じ
施
設
を
作
り
た
い
―
―
「
よ
り
あ
い
」

の
名
前
を
い
た
だ
き
、
地
元
の
シ
ン
ボ

ル
の
低
山「
達
子
森
」の
名
前
を
つ
け
て

当
事
業
所
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
か
ら
、
毎
月
、
黒
模
造

紙
１
枚
に
新
聞
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
ち

ぎ
っ
て
貼
っ
て
、
比
内
町
の
風
物
を
描

く
、「
ち
ぎ
り
絵
」を
開
始
し
ま
し
た
。
ち

ぎ
っ
て
貼
る
と
い
う
手
作
業
そ
の
も
の
、

さ
ら
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
り
し
な
が
ら
作
業
す
る
と
い
う

デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
が
認
知
症
予
防
に
良

い
の
で
す
。
出
来
上
が
っ
た
ち
ぎ
り
絵

を
囲
ん
で
み
ん
な
で
眺
め
話
す
と
、
達

成
感
や
有
能
感
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。

　

ち
ぎ
り
絵
は
、
毎
年
、
地
元
の
比
内

町
芸
術
文
化
祭
で
展
示
参
加
し
、
地
域

の
方
々
に
も
見
て
い
た
だ
き
好
評
で
す
。

毎
年
末
に
は「
ふ
る
里
カ
レ
ン
ダ
ー
・
比

内
の
四
季
」と
し
て
制
作
・
販
売
し
て
い

ま
す
。
赤
字
続
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、

固
定
フ
ァ
ン
も
で
き
、
全
国
か
ら
注
文

も
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
方
々
は
長
期
記
憶
は
保
た

れ
、
リ
ア
ル
に
覚
え
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
を
自
分
で
引
き
出
す
こ
と

は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
方
の
過

去
を
ご
家
族
か
ら
詳
し
く
聞
い
て
話
題

に
す
る
と
実
に
豊
か
な
表
情
を
さ
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
元
気
な
う
ち
に
自

分
の
一
番
楽
し
か
っ
た
思
い
出
な
ど
を

記
す「
マ
イ
ノ
ー
ト
活
動
」も
始
め
て
い

ま
す
。
そ
の
ノ
ー
ト
を
も
と
に
介
護
員

は
ご
利
用
者
に
話
し
か
け
、
毎
度
同
じ

話
で
も
に
こ
や
か
に
会
話
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
家
族
も
知
ら
な
い
昔
話

で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
そ
の
方
の
過
去

や
経
験
を
知
る
こ
と
で
、
問
題
行
動
の

手
掛
か
り
を
得
た
り
、
認
知
症
状
を
和

ら
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
信
頼
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
最
近
、

数
件
、
ご
家
族
か
ら
の
ご
要
望
で
、
当

事
業
所
で
看
取
り
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
家
族
、
職
員
、
他
の
ご
利

用
者
が
一
体
と
な
っ
て
看
取
る
―
―
そ

ん
な
貴
重
な
共
有
体
験
は
当
事
業
所
の

財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
近
所
の
認
定
保
育
園
の
催
し
物
や

町
内
の
祭
り
に
も
参
加
し
交
流
を
続
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　　

株
式
会
社
な
が
岡　

　
　

よ
り
あ
い
た
っ
こ
森
ガ
ー
デ
ン

　
　
　
　

  

代
表　

田
中　

伸
夫

「
認
知
症
と
と
も
に
17
年
」

職
場
紹
介

リ
レ

No49

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
員

施
設
・
市
町
村
社
協
等
の
広
報

担
当
者
に
よ
る
職
場
紹
介
を
リ

レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

❶ 職員の労災上乗せ補償　
使用者賠償責任補償

❷ 役員・職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ24-11108より抜粋）

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

令和７年度
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い
な
が
ら
、
授
業
の
最
後
に
は
ま
と
め
の

時
間
と
し
て
、
感
想
や
質
問
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、

「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
菜
の
は
な
タ

イ
ム
を
思
い
出
し
て
助
け
た
い
」「
今
日
の

体
験
を
忘
れ
ず
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も

手
伝
え
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
」、

ま
た
学
校
現
場
か
ら
は
、「
体
験
す
る
際
に

地
域
や
施
設
職
員
の
方
々
か
ら
体
験
中
の

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
た
か
っ
た
」な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

せ
ら
れ
ま
し
た
。
主
に
レ
ト
ル
ト
食
品
や

カ
ッ
プ
麺
、
乾
麺
、
缶
詰
、
飲
料
な
ど
で

す
。
寄
せ
ら
れ
た
食
料
品
は
、
本
会
へ
の

相
談
が
あ
っ
た
福
祉
的
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た

方（
原
則
１
世
帯
１
回
限
り
）や
市
内
の
子

ど
も
食
堂
へ
の
支
援
に
役
立
て
ら
れ
て
お

り
、
令
和
６
年
度
は
、
個
別
世
帯
に
91
件
、

子
ど
も
食
堂
へ
10
件
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

　

大
仙
市
内
約
30
か
所
に
年
間
を
通
し
て

寄
贈
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
、
回
収
す
る
こ
と

で
、
集
ま
っ
た
食
料
品
を
市
内
で
食
料
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
世
帯
に
速
や
か
に

提
供
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

物
価
高
騰
に
よ
る
厳
し
い
生
活
環
境
の

中
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
企
業
・
団
体
か
ら

多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
食
料
の
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方

に
、
寄
贈
さ
れ
た
方
の
気
持
ち
を
し
っ
か

り
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

バリアフリーコーディネーターによる講話

寄せられた食料品

大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

秋
田
県
内
各
地
の
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
、最
新
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
！

ま
い
の
協
社

　

各
体
験
で
不
自
由
さ
を
感
じ
る
だ
け
で

は
な
く
、
ペ
ア
に
な
る
相
手
へ
の
声
か
け

や
心
配
り
な
ど
の
大
切
さ
に
気
づ
く
き
っ

か
け
と
も
な
り
ま
す
。

　

菜
の
は
な
タ
イ
ム
は
、
学
校
と
社
協
だ

け
で
は
な
く
、
保
護
者
や
民
生
児
童
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
施
設
の
専
門

職
の
方
な
ど
が
学
校
ご
と
に
数
多
く
参
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ

い
た
市
内
の
企
業
や
団
体
か
ら
体
験
用
具

等
の
寄
贈
を
い
た
だ
く
な
ど
、
こ
れ
ら
の

和（
輪
）は
、
地
域
の
様
々
な
分
野
の
方
々

を
巻
き
込
み
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世

代
や
分
野
を
超
え
て
つ
な
が
る
地
域
共
生

社
会
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
　【
地
域
の
課
題
は
地
域
で
解
決

　
　
　
　
　
　
　
～
食
料
支
援
事
業
】

　

社
協
で
は
、
年
間
を
通
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
食
料
を
寄
贈
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
、
市
内
の
西
部
エ
リ
ア
を
中
心

と
し
た
郵
便
局
11
局
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ

チ
ェ
ー
ン
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
10
店

舗
、
社
協
の
本
支
所
８
か
所
な
ど
に
通
年

で
寄
贈
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
お
り
、
そ

の
輪
は
年
々
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
定
期
的
に
寄
贈
い
た

だ
い
て
い
る
県
生
活
協
同
組
合(

コ
ー
プ)

や
地
域
の
個
人
の
方
か
ら
の
寄
付
も
含
め

る
と
、
約
５
、５
０
０
も
の
食
料
品
が
寄

　

大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下「
社

協
」と
い
う
。）で
は
、
地
域
福
祉
活
動
計

画
の
基
本
理
念
で
あ
る『
地
域
の
み
ん
な

で
支
え
合
う
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
』の
実
現
に
向
け
て
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
地
域
の
様
々
な

機
関
と
協
働
し
た
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
　【
思
い
や
り
の
心
を
育
む

　
　
　
菜
の
は
な
タ
イ
ム
の
和（
輪
）】

　

こ
の
事
業
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い

て
の
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
生
活
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
設
け
、
今
後
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
社
会
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
小
学
校
19
校
、
中
学
校

５
校
で
開
催
し
計
６
１
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
13
年
間
で
、
参
加
者
は
延
べ

８
、５
０
０
名
に
上
っ
て
い
ま
す
。
授
業

の
内
容
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
講
話
や
障
が
い
者
の
体

験
談
に
始
ま
り
、
視
覚
不
自
由
体
験
、
車

い
す
体
験
、
高
齢
者
疑
似
体
験
な
ど
を
行
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